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発刊のことば

　日本語の音声コミュニケーションとその教育を専門に考える研究会「日本語音声

コミュニケーション教育研究会」を，私たちが日本語教育学会のテーマ研究会とし

て作ったのが 2006 年の 4 月です。7 年目（2013 年）に会誌を発刊し、11 年目（2017 年）

に、日本語教育学会とは独立した学会になりました。それに伴い、研究会誌も第 6

号から学会誌になりました。

　『日本語音声コミュニケーション』（英語名 Japanese Speech Communication）

は，マルチメディアを駆使したオンラインジャーナルです。紙媒体の雑誌や本と違っ

て，動画そのもの，音声そのものを掲載することができ，掲載されたものは世界じゅ

うで視聴されます。文字では書き表せないような，ちょっとした「日本的」な仕草

でも，日本語を発音している被験者の口の中を撮った MRI 動画でも，日本語の教

室の様子でも，世界に向けて発表することができます。

　日本語の音声コミュニケーションとその教育に関する私たちの理解をさらに深

め，研究を活性化していくために，本誌をご活用下さいましたら幸甚です。

2019 年　3 月吉日

「日本語音声コミュニケーション学会」代表幹事

定延利之
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雑誌の案内（投稿の方法、連絡先）

『日本語音声コミュニケーション』（ Japanese Speech Communication）は，日本語音声

コミュニケーション学会の会員であれば，どなたでも投稿できます。（但し，会員以

外からの投稿も査読委員会の判断で認めることがあります。）

研究会の「入会案内」については，下記の web ページをご参照下さい。

http://www.speech-data.jp/nihonsei/apply.html

「投稿要領」と「査読委員会会則」については，下記の web ページをご参照下さい。

http://www.speech-data.jp/nihonsei/seika.html

「査読委員会名簿」については，下記の web ページをご参照下さい。

http://www.speech-data.jp/nihonsei/summary.html

その他のお問い合わせは，下記までお願い致します。

定延利之（さだのぶとしゆき）（代表幹事） 

 sadanobu.toshiyuki.3x[at]kyoto-u.ac.jp  （[at] の部分を @ に変えてご送信下さい。）

 〒 606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学大学院文学研究科 



編集後記

　多分、私が、はじめて、お金をもらって外国人に日本語を教えたのは、大学院の

修士課程 1 年のときだったと思います。駒場にある留学生会館で、学習者は、梔
くちなし

子

色の僧衣を身にした、スリランカからのお坊さんでした。テキストは、Intensive 

Course in Japanese - intermediate です。あまりに優秀で、教えることがなく、困ったの

をおぼえています。

　あれから 40 年以上がすぎました。

　1980 年代には、新宿の日本語学校にいました。学期ごとにクラスが増えていきま

した。学生の多くは台湾人で、台湾人の友人が「日本の日本語教育は、台湾人のた

めの日本語教育だ」と言っていました。1990 年代に入ると、日本語学校も大学も、

中国人学生が増え、そして、気が付いたら、ベトナム人とネパール人です。

　政府の旗振りの下、母国の日本語学校で勉学に励み、日本の制度によって働く若

者が増えました。40 年前には、想像もしていませんでした。でも、1983 年に中曽

根首相が提唱した「留学生受入れ 10 万人計画」は、日本の労働力不足解消のため

だったようです。

　私の所属する学科を、ほぼ 10 年ぶりに私費留学生が受験しました。韓国人と中国

人です。二人がともにネイティブほどに上手に話し、古典もわかり、文学史の知識

もあります。30 年前だったら考えられなかった。あれほど優秀な学生は、地方の公

立大学など眼中にありませんでした。

　ネットの普及で、学習者の日本語力は格段に上がりました。それに、若者の価値

観が、地球規模で多様化したのだと思います。

　時代が、変わった。時代は、変わります。

　日本語教育の世界はどうなり、日本語教師には何が降りかかるでしょう。

　ご投稿を、お待ちしています。

馬場良二（査読委員長）
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